












消化器検査コース(1,2)について

１：出席について
　口腔外科学では、感想を書かせる方式での出席が取られました。
　第 1内科が担当する講義では、8割方の授業で秘書さんが座っている席をチェックする
という方式で出席を取っておりました。

２：消化器検査コースのグループ発表統括、アクティブラーニングについて
　口腔外科学のアクティブラーニングは、口腔がんに関するいくつかのテーマについて、
グループ別に討論しグループで一つのレポートを提出するように要求されました(その週
の金曜日まで)。
　口腔外科学担当のコアタイムでは、歯性感染の症例と骨吸収抑制薬関連顎骨壊死の症例
について扱いました。発表と解説は、休講となりました。口腔外科学ではコアタイムのレ
ポートの扱い方がいいかげんなのか、レポートを提出した者が何名も未提出者として掲示
板に張り出されるということが起こりました。
　消化器 2のアクティブラーニングでは授業で当てていく方式で答えさせられましたが、
難しい問題等はほとんど無く、その場で考えて口頭で答えればいいというものでした。レ
ポート等はありませんでした。
　消化器 2のコアタイムでは、大腸癌についての症例を取り扱いました。
　消化器 2の発表と解説の時間では、コアタイムで扱った症例についての解説講義が実施
されました。
　消化器 3のアクティブラーニングでは、B型肝炎についての症例について扱いました。
部活を中心としたグループ分けが行われ、そこで議論をするという形式で行われました。
レポート等はありませんでした。
　消化器 3のコアタイムでは、NASHについての症例を扱いました。

３：消化器検査コース(1,2)の合否情報など
　本試の実施日は 2022年 7月 1日、発表は消化器コース(3,4,5)と併せて 2022年 8月 24日
でした。
　再試対象者は 6名。
　再試の日程は学生と相談のうえ決定され、2022年 11月 29日となりました。
　再試の問題は本試と同じでした(ただし、順番は異なりました)。

４：その他、試験情報など
　消化器検査コース前半の試験終了直後に、試験問題の解答が口頭で発表されました。
もっとも、ボツ問などがあるため、これによる自己採点の結果が必ずしも試験の点数と一
致しないそうです。
　消化器検査コース前半の試験してから 1週間ほどしてから、合格が危ぶまれる者に対し
て学務から警告が発せられたそうです。もっとも、これは点数を基準に連絡が来たわけで
はなく、どうやら出席数が少ない者に対して連絡がいった模様です。



５：試験直後に口頭で発表された正解

1 abe
2 bc
3 be
4 ce
5 cd
6 ade
7 ae
8 d
9 a
10 ce
11 b
12 ae
13 ad
14 c
15 a
16 e
17 b
18 d
19 b
20 c
21 ae
22 bd
23 c
24 ab
25 c
26 bd
27 be
28 b
29 e
30 d
31 d
32 a
33 c
34 e
35 ae
36 ae
37 abc
38 c
39 c


